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鳥居の手前を南に直進

階段横を直進
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京都青窯会会館

作夢軒の拝観は
予約が必要です

！

稲荷山へ登るには
千本鳥居をくぐる

左手(東)に見える
階段を上る

来迎院の山門手前を左折

悲田院

即成院

今熊野観音寺

来迎院

泉涌寺

雲龍院
月輪陵・後月輪陵

三門

退耕庵

同聚院

通天橋

芬陀院

東福寺

光明院

六波羅門

偃月橋

臥雲橋

方丈庭園

東福寺のイブキ

伏見稲荷大社

東丸神社

四ツ辻

三ノ峰下社

二ノ峰中社
一ノ峰上社

 長者社
(御剱社)剱石

間ノ峰荷田社

眼力社

薬力社

御膳谷奉拝所

奥宮

本殿

三ツ辻

経塚

 い な り や ま

稲荷山巡り

ぬりこべ地蔵尊

石峰寺
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九条兼実の墓

五社成就宮
(ごしゃじょうじゅぐう)
東福寺の鎮守社であり、法性寺

の旧跡と伝えられています。

五社成就宮

九条兼実(かねざね)の墓
藤原氏五摂家の一つ、九条

家の始祖である兼実を祀っ

た八角円堂があります。(最

勝金剛院の敷地内)

大橋家庭園(市登録名勝)

　国指定史跡
荷田春満旧宅

ランプ小屋

　   清少納言の歌碑
晩年を泉涌寺の辺りで暮ら

したと言われる清少納言の

歌碑が建っています。

清少納言の歌碑

ビューポイント
藤原俊成の墓

ビューポイント

法性寺

平安時代に藤原忠平により

創建され、大伽藍を誇った

法性寺の旧跡地にあります。

法性寺(ほうしょうじ)

拝観料が必要です

拝観料が
必要です

小堂内のぬりこべ地蔵尊の名の由来

は、土を塗り込めた壁のお堂に安置

されていたとか、「塗り込め」の言

葉が「病気を封じ込める」に転じ、

特に歯痛を「塗り込め」るご利益へ

の信仰で、自然とそう呼ばれるよう

になったと言われます。

ぬりこべ地蔵尊
じぞうそん

羅漢参道赤門

黄檗宗の寺院。江戸時代の画家・伊

藤若冲(じゃくちゅう)が草庵を結

び、住持の僧蜜山と本堂背後に点在

する五百羅漢の石仏群を彫りまし

た。没後、若冲は同寺に葬られ、境

内には墓と筆塚があります。

  せきほうじ

石峰寺

ぬりこべ地蔵尊のお堂

全国に約4万社ある稲荷神社の総

本宮です。平安時代以前に秦氏が

稲荷三峰に神を祀ったことに始ま

ります。以後、五穀豊穣、家業繁

栄の神として、特に現在では商売

繁 盛 の 神 と し て 信 仰 さ れ て い ま

す。本殿(重要文化財)前の楼門は

豊臣秀吉が母の病気平癒を祈願し

て寄進したと伝わります。

 い な り や ま

稲荷山巡り

楼門

稲荷大社祀官の父を持つ江戸時代

の国学者、荷田春満(かだのあずま

まろ)の学徳を讃えて創建されまし

た。学業・受験の神として信仰さ

れています。

あずままろじんじゃ

東丸神社

 伏見稲荷大社
ふ し み い な り た い し ゃ

眼力社前の狐と鳥居剱石と長者社

一ノ峰、二ノ峰、三ノ峰を

いただく稲荷山は、平安時

代以前から聖域とされてき

ました。現在は小祠(しょ

うし)やお塚が数多く、林

立する鳥居をくぐり、「お

山巡り」が出来ます。剱石

は磐座と見られる大岩で長

者社には秦氏の長者が祀ら

れています。

東丸神社の鳥居

仏殿(重要文化財) 御陵拝所

荒神堂から眺めた参道

弘法大師が荒神を祀った

ことに始り、今も大師ゆ

か り の 独 鈷 水 が あ り ま

す。また、境内の一角に

赤穂浪士・大石内蔵助が

建てた茶室「含翠軒(がん

すいけん)」もあります。

 らいごういん

来迎院

名前の由来は平安時代の

病人や孤児収容のために

造 ら れ た 施 設 に よ り ま

す。今は泉涌寺七福神の

毘沙門天を祀っているお

寺です。境内から市内を

一望できます。

ひでんいん

悲田院

霊明殿と石灯籠

南北朝時代に後光厳天皇

によって建立され、後円

融天皇のときに写経道場

となりました。両天皇を

祀る霊明殿があり、重要

文化財の本堂で写経体験

もできます。

う ん り ゅ う い ん

雲龍院

本堂と多宝塔(医聖堂) 悲田院の門

西国三十三ケ所観音霊場

第十五番札所。平安時代

より頭痛・病気平癒等霊

験ある寺として信仰を集

め、また、ボケ封じの観

音第一霊場としても知ら

れています。

 い ま く ま の か ん の ん じ

今熊野観音寺

那須与一の墓阿弥陀如来坐像と二十五菩薩坐像

創建当初は伏見大亀谷にあり、明治維

新の廃仏毀釈後再興され泉涌寺境内の

塔頭となりました。本堂には、重要文

化財の本尊阿弥陀如来坐像と二十五菩

薩坐像が安置され、毎年10月第３日

曜日には「二十五菩薩練供養」が行わ

れる寺としても有名です。本堂裏には

大きな那須与一の墓があります。

そくじょういん

即成院

せ ん に ゅ う じ 　 た っ ち ゅ う

泉涌寺の塔頭

四条天皇の御陵が造られて以降、後水尾天

皇、桜町天皇など歴代数多くの天皇の陵墓

となりました。

つきのわのみささぎ のちのつきのわのみささぎ

 月 輪 陵 ・ 後 月 輪 陵

 御寺泉涌寺
み て ら せ ん に ゅ う じ

法輪寺(後に仙遊寺と改称)が、1218年に宋から戻った月輪(がちりん)大師に寄

進されて、大伽藍が建てられました。寺名は寺内の泉から清水が湧き出たこと

により泉涌寺と改められました。1242年の四条天皇と、その後も江戸時代に

後水尾天皇から孝明天皇に至るまで、多くの天皇の御葬儀、山陵造営があり、

皇室の香華院(菩提寺)となりました。

1

2 3

4 5

鎌倉時代に摂政九条道家(みち

いえ)が九条家の菩提寺として

創建しました。奈良の東大寺

と興福寺から一字づつ取り東

福寺とされました。大伽藍を

有する寺となり「東福寺の伽

藍づら」と称されています。

現存する三門は日本最古(禅宗

寺院では最大)で国宝に指定さ

れています。

三門(国宝)

通天橋と紅葉

伽藍の北にある洗玉澗(せんぎょくかん)と呼

ばれる渓谷には、鮮やかな紅葉の見所に架か

る臥雲橋(がうんきょう)、通天橋、偃月橋(え

んげつきょう)の三名橋があります。東福寺の

開山である僧円爾弁円(えんにべんねん)が宋

より持ち帰ったトウカエデは葉が三つに分か

れ、秋にはこがね色に染まります。現在、約

2000本のモミジ・カエデが渓谷に茂ってい

ます。

 と う ふ く じ 　 　 た っ ち ゅ う

東福寺の塔頭

東福寺の開山(13世紀)と

ゆかりの深い木で、江戸

時代には既に古樹として

知られ、『都名所図会』

には円爾弁円が宋から携

えてきた「唐木」として

描かれています。同じ古

木の大徳寺のイブキと同

じように本堂の前に植え

られています。
北斗七星を表した東庭

昭和期の作庭家、重森三

玲(しげもりみれい)によ

る 庭 園 で す 。 「 八 相 の

庭」と呼ばれる、釈迦の

八相成道に因む珍しい意

匠表現の枯山水の庭で、

方丈前庭ほか、市松を見

せる西庭と北庭、北斗七

星を表す東庭にその意匠

を見ることが出来ます。

僧安国寺恵瓊(えけい)と

石田三成らが関ヶ原の戦

いの謀議を行ったとされ

る茶室「作夢軒」があり

ます。また、小野小町ゆ

かりの「玉章(たまずさ)地

蔵」が安置されています。

 たいこうあん

退耕庵

雪舟の作庭といわれる枯

山水庭園があり、別名雪

舟寺と呼ばれています。

「茶関白」と称された一

条恵観(えかん)好みの茶

室 「 図 南 亭 ( と な ん て

い)」があります。

 ふんだいん

芬陀院

同聚院の五大堂は藤原道

長が建立した法性寺五大

堂の遺構で、重要文化財

である本尊不動明王坐像

は仏師定朝の父康尚(こう

しょう)の作といわれてい

ます。

 どうじゅいん

同聚院

昭和の庭園を代表する重

森三玲が作庭した枯山水

庭園があります。サツキ

やツツジの刈り込みが美

しく、三尊石組と羅漢と

される大小の多くの石を

配し、「波心の庭」と称

されています。

こうみょういん

光明院

さ ん め い き ょ う

三名橋

東福寺のイブキ
ほ う じ ょ う て い え ん

方丈庭園

不動明王坐像退耕庵の門

図南亭から見た東庭 波心の庭

 東福寺
と う ふ く じ

イブキ(市登録天然記念物)

1 2

3 4
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東山・今熊野にある泉涌寺は「御寺 (みてら)」と呼ばれ、四条天皇
以降、歴代の天皇・皇后・皇族の御葬儀がここで行われ、皇室の御
菩提寺とされました。また、平安時代に関白藤原忠通が入寺して
隆盛を極めた大寺・法性寺の跡地に鎌倉時代初めに東福寺が建
立され、広大な寺域に現在も大伽藍が建ち並んでいます。さらに、
東山の南峰になる稲荷山には、平安時代以前からの歴史をもつ
稲荷大社があります。それぞれの見所を歩き、全国に約4万もある
稲荷社の総本山のお山めぐりも紹介して、この地の歴史・文化を
訪ねます。

稲荷山四ツ辻から見た景色

今熊野  稲荷今熊野  稲荷



京都市考古資料館
大正３年に本野精吾の設計で建てられた旧西陣織物
館を内部改修し、京都市内の発掘調査・研究の業績
を発表・展示するため昭和54年11月に設立されまし
た。特別展と常設展で構成され、約1000点の遺物が
展示されています。遺物展示のほかにも、映像やパ
ソコンで旧石器時代から近世にかけての京都の歴史
を学ぶことができます。建物は、昭和59年に京都市
有形文化財に登録されています。

〒602-8435
京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町 265-1

TEL.　075-432-3245　FAX.　075-431-3307
http://www.kyoto-arc.or.jp/museum/ 

入館無料・月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）
開館時間　9:00~17：00（入館は16：30まで）

ＪＲ京都駅より地下鉄烏丸線　今出川駅下車徒歩15分　
市バス201・203・59系統　今出川大宮下車すぐ
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 Kyoto City Archaeological Research Institute

～文化財と遺跡を歩く～

京都歴史散策マップ

発行　京都市・(財)京都市埋蔵文化財研究所
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資料提供：財団法人京都市埋蔵文化財研究所

東福寺 稲荷に関する発掘調査地の位置図● 稲荷山命婦谷遺跡　● 史跡荷田春満旧宅

●今熊野 稲荷周辺の発掘調査

●

今熊野　稲荷は東山連峰西南麓にあり、京都市
の東山区の南部から伏見区の北部に位置してい
ます。北は泉涌寺道から南は伏見稲荷の南辺ま
での範囲です。この地区には本町通と呼ばれる
伏見街道が南北に通っています。この道は桃山
時代、京と伏見を直結する道として開かれたと
いわれています。山麓部の今熊野地区は中世に
泉涌寺の所領となり、泉涌寺背後の月輪山には
四条天皇以降、歴代天皇の山陵・月輪諸陵が造
営されました。泉涌寺の西側には現在、東福寺
の境内が広がっています。東福寺造営以前は平
安時代中期に創建された法性寺(ほうしょうじ)
の広大な寺域が広がっていました。法性寺跡の
発掘調査では平安時代から鎌倉時代の墓跡や溝
跡、弥生時代の墓や古墳時代の竪穴住居などが
見つかっています。また、南接した正覚寺跡で
は平安時代後期から鎌倉時代の建物跡が見つか
っています。稲荷地区は伏見稲荷大社の門前町
として栄え、伏見街道沿いに町屋が並んでいま
した。稲荷大社は平安京造営以前、秦氏により
建立されました。背後の稲荷山には古墳が点在
し、稲荷山古墳群と総称されています。千本鳥
居参道脇には古墳時代の墓が見つかった稲荷山
命婦谷（みょうぶだに）遺跡、山上には稲荷山
経塚があります。境内にある史跡荷田春満（か

だのあずままろ）旧宅では発掘調査が行われ、

江戸時代の建物跡が見つかりました。

１

５４

１

江戸時代中期の国学者、荷田春満の居宅跡で、伏見稲荷大社
の楼門脇に位置しています。敷地は伏見稲荷大社の社家の屋
敷地で、現存する建物は社家の屋敷構えがわかる貴重な建造
物です。2007年に敷地内で発掘調査が行われ、江戸時代の
建物跡と整地の跡が発見されました。柱の礎石を据えるため
の穴に小石を敷き詰めた根石跡が５箇所で見つかり、整地層
からは江戸時代中期の土器や瓦などが出土しました。建物は
天明年間（1781～1789）に描かれた指図とも一致し、江戸
時代中期の荷田春満の居宅の一部が明らかになりました。

1980年に伏見稲荷境内の千本鳥居の参道脇から、円筒埴輪
棺と呼ばれる古墳時代の墓が発見されました。二つの円筒形
の埴輪をつなぎ合わせて墓坑に据え付け、棺として用いたと
考えられています。本来、埴輪は比較的大型の古墳に立て並
べられることが多いことから、近くにあった古墳から抜い
て、棺に転用されたとみられています。

法性寺は摂政関白藤原忠平により延長三年（925）に創建さ
れました。その後は、藤原氏の氏寺となり何代にもわたって
子院の造営が行われました。寺域は鴨川の東に位置し、法住
寺殿の南から現十条通辺り一帯を占めていました。その後、
延応元年（1239）に法性寺域に九条道家により東福寺が造営
され、法性寺は衰退していきました。法性寺跡では2010年の
発掘調査で、平安時代の木棺墓や鎌倉時代の溝が発見されま
した。また、法性寺造営以前の弥生時代前期の溝、同中期か
ら後期の方形周溝墓、古墳時代の竪穴住居なども見つかって
います。2011年の本町通と十条通交差点付近の調査では古墳
時代から中世の溝や柱穴などと共に、江戸時代から明治時代
初期の小型の窯や作業場の一部が発見され、伏見人形の土型
や原型が大量に見つかり伏見人形の工房があったことが明ら
かになりました。江戸時代中頃以降、本町通沿いは土産物と
して伏見人形を売る店や窯元が軒を連ねていたところで、当
時の状況を知る貴重な発見となりました。

● 正覚寺跡３

● 法性寺跡２ ●２

発掘調査の様子

発掘調査の様子

 建物跡と石列は雨落溝（平安時代後期から鎌倉時代）

木棺墓跡（平安時代）

溝跡（鎌倉時代）

伏見人形を焼成した窯跡（江戸時代から明治時代初期）

伏見人形の土型や原型（江戸時代から明治時代初期）

埴輪棺が出土した様子（古墳時代前期）

復元された円筒埴輪（古墳時代前期）

荷田春満の旧宅とみられる建物跡（江戸時代中期）

建物の根石跡（江戸時代中期）

方形周溝墓跡（弥生時代）

竪穴住居跡（古墳時代）

発掘調査の様子

出土した弥生土器（弥生時代）

みょうぶだにかだのあずままろ

溝跡（弥生時代）

正覚寺跡は工事の際、立会調査で平安時代後期の土器や瓦が
採集され、また遺物が含まれた土層も確認されました。瓦が
採集されたことから寺院跡と考えられ、出土地の正覚町より
正覚寺跡と付けられました。1979年に伏見区深草正覚町で
発掘調査が行われ、平安時代後期から鎌倉時代の建物跡や溝
跡、柵跡が発見されました。建物周辺や溝跡からは平安時代
の土器や瓦が多数見つかりました。

しょうかくじ

ほうしょうじ

(写真掲載　『平安京以前～古墳が造られた時代～』京都市文化財ブックス
 第26集　京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課発行)
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